
Bacteroides fragilisによる超早発型敗血症をきたした	
超低出生体重児の 1例
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要旨：偏性嫌気性菌である Bacteroides fragilis （B. fragilis）による新生児敗血症の 1例を経験した．症例は，
在胎 24 週 2 日に経腟分娩で出生した超低出生体重児の女児である．悪臭の強い羊水混濁がみられ，超早発
型敗血症を発症した．経験的治療を開始したが，日齢 2に血液の嫌気培養ボトルのみからグラム陰性桿菌
が検出されたため，piperacillin/tazobactam（PIPC/TAZ）配合剤に変更したところ，治療は奏効した．後日，
母体の腟及び羊水，児の血液から B. fragilisが同定され，感染経路は上行性羊水感染と判明した．嫌気性菌
による新生児敗血症は稀であるが，悪臭のある羊水混濁を伴う場合は，嫌気性菌を念頭においた適切な抗
菌薬で治療を開始する必要がある．
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